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映画 ｢サクラサク ｣
4月 5日全国公開

　

瑞
林
寺
で
行
わ
れ
た
小
説｢

サ
ク
ラ
サ

ク｣

の
朗
読
会
を
き
っ
か
け
に
、
映
画
化

の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
本
作
は
、
瑞
林
寺

が
舞
台
と
な
る
こ
と
か
ら
町
が
制
作
事
務

局
に
加
わ
り
、
福
井
に
ゆ
か
り
の
あ
る

田
中
光
敏
監
督
と
脚
本
家
の
小
松
江
里
子

さ
ん
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

映
画
化
実
現
の
た
め
に
サ
ク
ラ
サ
ク

応
援
隊(

3
月
14
日
現
在
１
，８
７
３
人)

を
結
成
し
て
準
備
を
進
め
る
中
、
昨
年
9

月
に
は
出
演
者
が
決
定
し
、
10
月
3
日
の

東
京
で
の
撮
影
を
皮
切
り
に
、
約
3
週
間

の
日
程
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
瑞
林
寺
を
は
じ
め
、
早
瀬

の
子
供
歌
舞
伎
、
日
向
湖
、
菅
浜
漁
港
、

図
書
館
等
で
撮
影
が
行
わ
れ
、
応
援
隊
を

中
心
に
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
エ
キ
ス

ト
ラ
や
炊
き
出
し
等
を
行
い
ま
し
た
。　

　

現
在
、4
月
5
日
の
全
国
公
開
に
向
け
、

町
で
は
、サ
ク
ラ
サ
ク
応
援
隊
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
P

 

R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　映画 ｢ サクラサク ｣ が、4 月 5 日から全国約 150 の映画館で公開されます。

　この作品は、原作がさだまさしさんの短編小説 ｢ サクラサク ｣ で、さださんのお父さんが

幼少期に瑞林寺 ( 早瀬 ) に住んでいたという実話をもとに作られたものです。

　同居する父親の認知症発症をきっかけに、崩壊寸前だった家族が、父親の故郷 ( 福井県美

浜町 ) への旅を通じて絆を取り戻すロードムービー。

　皆さんぜひ映画館でお楽しみください。

　

2
月
24
日
に
は
、
全
国
に
先
が
け｢

福

井
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

と
銘
打
っ

た
特
別
上
映
会
が
な
び
あ
す
で
行
わ
れ
、

約
５
０
０
人
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
美
浜
の

情
景
や
、
そ
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
深

い
家
族
の
絆
に
、
会
場
は
多
く
の
涙
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

全
国
に
先
が
け

    　

美
浜
で
特
別
上
映

映
画
化
に
向
け
て

原作 : さだまさし ｢ サクラサク ｣(『解夏』幻冬舎文庫収録 )

　

撮
影
時
に
は
、
す
ば
ら
し
い
お
も
て
な
し

を
い
た
だ
き
、
毎
日
１
０
０
%
の
力
で
撮
影

に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

祖
母
の
故
郷
で
あ
る
福
井
県
で
、
風
を
感

じ
、
芝
居
で
き
た
こ
と
で
、
私
に
と
っ
て
大

切
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

福
井
は
す
ば
ら
し
い
場
所
。3
月
に
、友
達

と
ま
た
こ
ち
ら
へ
遊
び
に
来
ま
す
。

　

撮
影
時
に
は
、
美
浜
町
の
皆
さ
ん
か
ら
た

く
さ
ん
の
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
品
が

完
成
し
、
再
び
美
浜
町
に
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
て
感
激
で
す
。

　

本
日
、
美
浜
町
か
ら
こ
の
映
画
が
巣
立
っ

て
い
き
ま
す
。
1
年
後
、
10
年
後
と
長
い
お

付
き
合
い
の
作
品
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

緒
形 

直
人
さ
ん(

写
真
左
か
ら
4
人
目)

藤 

竜
也
さ
ん(

写
真
左
か
ら
2
人
目)

南 

果
歩
さ
ん(

写
真
右
か
ら
4
人
目)

　2月 24日の特別上映会には、主演の緒形直人さん、南果歩さん、藤竜也さん、

田中光敏監督が舞台挨拶に訪れ、映画完成の心境を語っていただきました。

舞台挨拶で ｢ サクラサク応援隊 ｣ から花束を受けとる出演者と監督

朗読 ｢サクラサク ｣

　

美
浜
町
の
皆
さ
ん
が
、
温
か
く
受
け
入
れ

て
く
れ
た
お
陰
で
、
現
場
は
い
つ
も
良
い
雰

囲
気
で
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。

　

す
ば
ら
し
い
原
作
と
ス
タ
ッ
フ
、
映
画
を

支
え
て
い
た
だ
い
た
福
井
県･

美
浜
町
の
皆

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

田
中 

光
敏
監
督(

写
真
右
か
ら
2
人
目)

2014 映画 ｢ サクラサク ｣ 製作委員会c

　3 月 1 日に、小説 ｢ サクラサク ｣(『解夏』幻冬舎文庫 収録 )

の朗読がなびあすで行われ、約 150 人の観客が訪れました。

　この会は、映画｢サクラサク｣の4月5日全国公開に合わせ、

映画化のきっかけとなった人村朱美さん ( 女優 ) による朗読会

を再び美浜町で開催しようと、町立図書館が企画したものです。

　訪れた観客は、人村さんが味わい深い朗読で表現するサク

ラサクの世界に引き込まれていました。

サクラサク応援隊もスタッフとして参加
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般
会
計
の
予
算
規
模
は
62
億
７
，

　
　
　

２
１
６
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

2
・
2
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
原
子
力
発
電
所
の
施

設
や
設
備
の
増
減
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

償
却
資
産
の
固
定
資
産
税
が
減
額
と
な
っ

た
こ
と
で
、
前
年
度
比
で
1
・
0
％
減
の

23
億
１
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
支
出
金
の
減
少
は
、
み
ず
う
み
保
育
園

整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
国
庫
支
出
金
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
福
祉
拠
点
化
施
設
の
整
備
に
充
て
る
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
増
加
や
、
消
費

税
対
策
と
し
て
の
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
等
が
増
加
と
な
っ

た
た
め
で
す
。

一
般
会
計
は
前
年
度
比
2･

２
％
減

会　計　区　分 予算額　

特別会計

診療所事業 　　1億7,406万円    (+2.3％)

国民健康保険事業 　13億2,625万円     (-0.3％)

後期高齢者医療事業  　1億1,101万円    (+0.8％)

介護保険事業 12億1,236万円    (+3.7％)

簡易水道事業 3億8,614万円(+546.1％)

集落排水処理事業 1億5,997万円     (-6.5％)

公共下水道事業 4億9,389万円     (-4.3％)

小　　計 38億6,368万円    (+9.6％)

企業会計 上水道事業 3億1,171万円  (+66.4％)

教
育
費
が
大
き
く
増

　
　
　

出
で
は
、
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
を

　
　
　

入
れ
替
え
す
る
I

 

C

 

T
環
境
整
備

事
業
や
、
美
浜
東
小
学
校
、
弥
美
小
学
校
の

外
壁
工
事
等
を
行
う
小
学
校
改
修
工
事
等
に

よ
り
、
教
育
費
が
前
年
度
比
24
・
5
％
増
の

9
億
７
，５
８
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
生
費
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
み

ず
う
み
保
育
園
整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
土
木
費
に
お
い

て
も
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
関
連
事
業
費

の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
比
47･

７
%
減
の

1
億
７
，
１
４
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成26年度

予算総額

一般会計　62 億 7,216 万円

特別会計　38 億 6,368 万円

企業会計　  3 億 1,171 万円
※実際の予算額は千円単位ですが、分りやすくするため　万円単位で表示しています。

　2 月 12 日から開催された第 1 回町議会臨時会で、平成 26 年度予算が可
決されました。
　平成 26 年度は、町税の減収や消費税増税により厳しい財政状況が予想
されますが、美浜町振興実施計画に掲げられた事業をベースに、特に重要
かつ当初予算で対応が必要なものを厳選し、可能な限り経費の節減に努め
ています。
　また、舞鶴若狭自動車道の全線開通や映画 ｢ サクラサク ｣ の全国公開を
きっかけとした誘客対策等、町の活性化につなげるための事業や ｢ げんげ
ん運動 ｣ をはじめとする健康づくり推進のための事業等を充実しています。

①町税
23 億
191 万円

⑦地方譲与税 5,400 万円

⑧税交付金 1 億 4,240 万円

⑨その他交付金
370 万円

⑩地方交付税
9 億 6,000 万円

②分担金及び負担金
1 億 319 万円

③使用料及び
　手数料
　8,285 万円

⑪国庫支出金
11 億 415 万

⑫県支出金
5 億 9,855 万円

⑤繰入金 2 億 4,147 万円

⑥諸収入 2 億 676 万円

⑬町債 4 億 2,000 万円

④その他
5,318 万円

(-1.0％ )

(+55.1％ )

(+4.8％ )

(+297.0％ )

(+112.6％ )

(-12.3％ )

(-2.9％ )

(+6.9％ )

(-11.9％ )

(-2.0％ )

(+21.7％ )

(-47.7％ )

(+17.2％ )

歳入
62億
7,216万円
(-2.2％ )

※ (　) は対前年度比

自主財源 (47.6％ )

依存財源 (52.4％ )①議会費 1 億 425 万円
(-4.9％ )

②総務費
9 億 1,109 万

(+1.0％ )

③民生費
16 億
7,260 万円

(-13.4％ )
④衛生費
12 億
4,672 万円

(+4.8％ )

⑤労働費 3,760 万円( ± 0％ )

⑥農林水産業費 2 億 7,235 万円 (+0.9％ )

⑧土木費
1 億 7,144 万円

(-47.7％ )

⑨消防費
3 億 951 万円

(+8.3％ )

⑩教育費
9 億
7,581 万円

(+24.5％ )

⑪公債費
　3 億 7,591 万円(-7.7％ )

⑫予備費 2,000 万円 ( ± 0％ )

歳出
62億
7,216万円

⑦商工費
1 億 7,488 万円

(+14.8％ )

(-2.2％ )

※ (　) は対前年度比

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑦地方譲与税･･･自動車重量譲与税、地方揮発油
譲与税

⑧税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、株式
等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取
得税交付金

⑨その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑩地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務が
できるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部また
は一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料
手数料･･･税の証明や住民票等の交付に対する手数料

⑪国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑫県支出金･･･事業など特定の目的の財源として県
から交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥諸収入･･･他の収入科目に含まれない収入をまと
めた科目。延滞金や預金利子、雑入等

⑬町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

④その他･･･財産収入、繰越金、寄附金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

②総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③民生費･･･児童福祉・障がい者への福祉サービス
や老人福祉の増進、保育園や保健福祉センターの管
理･運営にかかる経費

④衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営に係る経費

⑦商工費･･･中小企業の振興育成・雇用促進、観光
振興にかかる経費

⑧土木費･･･道路・橋・河川・町営住宅の管理や都
市計画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩教育費･･･小中学校の管理･運営や総合体育館等の
管理･運営、社会教育、学校給食にかかる経費

⑪公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

歳 入

⑫予備費･･･予算編成で予期しなかった支出に対応
するための経費

歳 出

※自主財源･･･町が自らの権限で収入できるお金

※依存財源･･･国や県等から交付されるお金

用 明説語

一歳

104 億 万円4,755

※ (　) は対前年度比

■ 一般会計歳入

■ 特別会計 ･企業会計

■ 一般会計歳出

予算

予  

算

平成26年度
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美浜の
平成26年度 主要事業

まちづくり
平成26年度に取り組む主な事業を、第四次美浜町総合振興計画の基本目標に沿って紹介します。(金額は事業費)

自然かがやき 人いきいき まちがにぎわう 美
うま

し美浜

■地域生活交通活性化事業　　　　(210 万円 )
　コミュニティバスによる公共交通のあり方を検討し、
デマンド型乗合交通の導入に向けた調査を行う。

生活環境

福祉 ･健康

　産業 ･雇用

　教育 ･文化

住民活動 ･共同 ･協働

■健康みはま 21 推進強化事業　　(240 万円 )
　健康づくり計画 ｢ 健康みはま 21｣ を推進するため、
げんげん運動推進モデル地区の取り組みを拡充し、げん
げん運動推進に向けた PR 強化を行う。

■健康診査事業　　　　　　      (2,416万円)
　生活習慣病予防健診と各種がん検診を実施。がん検診
では、特定年齢者の検診費用を無料にする。

■若狭美浜観光PR事業　　       (1,175万円)
　舞鶴若狭自動車道全線開通に伴い、山陽方面での観光
PR や観光 PR 用写真撮影等を行い、美浜町の知名度向
上を図る。

■案内看板整備事業　　　　      　(971万円)
　舞鶴若狭自動車道全線開通に合わせ、町内の主要道路
に施設や観光名所へ誘導を行う案内看板 ･ 標識を設置
し、来町者の利便性を高める。今年度は、16 基の設置
を行う。

■エネルギー環境教育体験施設整備事業 (3,735 万円 )
　エネルギー環境教育体験プログラムを提供する施設の整備に向
け、建設委員会 ( 仮称 ) の運営と施設の実施設計を行う。

■学校 ICT 環境整備事業　　　  (3,437 万円 )

■なびあす文化事業　　　　　   (1,526 万円 )
　生涯学習センターなびあすで自主事業を企画し、町民
が文化芸術に触れる機会を設け、文化振興を図る。

■人権教育推進事業　　　　　　   (873 万円 )
　美浜町人権尊重啓発協議会を中心に、人権に関する講
演会や学習会等を開催し、町民の人権意識の向上を図る。

■ハートフルまちづくり事業　　　(100 万円 )
　町内に花があふれる温かみと ｢ もてなしの心 ｣ であふ
れるまちづくりを目指し、花づくり団体や観光関連施設
等へ花苗を配布する。

■ふるさと水と土保全事業　　　　(191 万円 )
　舞鶴若狭自動車道全線開通と福井国体の開催に向け、
集落での活動組織に対して、彼岸花の球根を配布し、畦
畔等への植栽により景観形成を図る。

自然 ･環境

■小学校施設改修事業　　   (1 億 1,713 万円 )
　経年劣化や老朽化等に伴い支障が生じている、弥美小
学校の体育館外壁と美浜東小学校の校舎 ･ 体育館外壁、
屋上防水等の改修工事を行う。

■福祉拠点化施設整備事業   (1 億 9,707 万円 )
　福祉サービスの充実を図るため、拠点化施設となる児
童発達支援サービス施設と障がい者等生活支援サービス
施設の設計、工事等を行う。

■舞若全線開通記念イベント事業 (2,145 万円 )
　町制施行 60 周年と舞鶴若狭自動車道全線開通を記念
し、イベントを開催する。

■歴史文化館設置事業　　　 　　  (348 万円 )
　旧せせらぎ保育園を再利用し、歴史文化館として活用
する。今年度は改修工事にかかる実施設計を行う。

■振興計画策定事業　　       　(618 万円 )
　平成 28 年度から始まる第五次美浜町総合振興計
画の策定に向け、住民アンケートや審議会の開催等
により方向性を検討し、基本構想案を策定する。

■宅地造成事業　　  (458 万円 )
　人口の流出を防ぎ、定住化を促進す
るために菅浜地係で宅地造成を行う。

平成26年度

彼岸花の植栽

改修し歴史文化館として活用する
旧せせらぎ保育園

1．美しい自然と共生する まち

2. 安心で快適にくらせる まち

4. 元気とにぎわいのある まち

5. こころ豊かな人を育む まち

3. 健やかでぬくもりのある まち

6. みんなで共に拓く まち 7. 計画推進のために

水中綱引き会場で減塩みそ汁をふるま
う推進モデル地区(日向区)

なびあす文化事業

校舎及び体育館の外壁、屋上防水改修
を行う美浜東小学校

予算

　パソコンの基本ソフト ( ウィンドウズ XP) のサポート
終了に伴い、セキュリティーの確保と教育現場での更な
る ICT 機器の活用を行うため、小中学校のパソコン機器
入れ替えを行う。

がん検診を行う移動式検診車

建設中の舞鶴若狭自動車道
麻生～上野(左)、山上～太田(右)

↑主要道路に設置する案内標識(イメージ図)

写真提供:中日本高速道路㈱
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学生の部
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岸
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一般の部
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一 (
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町
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会
賞
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子 (
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人
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賞

風
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に
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人
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る
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の
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き
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す

　
　
　
　
　
　
　

西
部　

稔 (

長
崎
県)

美
浜
を
詠
う
実
行
委
員
会
賞

泣
き
じ
ゃ
く
る
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ち
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に
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ラ
向
け
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V
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水
野　

君
子 (

岐
阜
県)

美浜を詠う
短歌コンクール

　3月1日に、第8回美浜を詠う短歌コンクールの表彰
式がなびあすで行われました。
　今回は、町内外から1,153首の応募があり、次の作
品が入賞されました。(敬称略)

第
8
回

心に映った美浜の情景･･･

美浜の環境シリーズ 67

平成 25 年度エコ川柳コンクール
　3 月 1 日に、平成 25 年度エコ川柳コンクールの表彰式がなびあす
で行われました。
　このコンクールは、環境やエコに関する思いを川柳で表現し、環境
に対する意識を高めてもらうことを目的に開催してます。
　今回は、｢ もったいない ｣｢ ごみ ｣｢ 花 ｣ のテーマ別に募集を行い、
町内外から 610 点 (210 人 ) の作品が寄せられ、特選 6 点、入選 30 点、
佳作 39 点が選ばれました。
　入賞作品は次のとおりです。

　
PM 

2.5
の
注
意
喚
起
基
準 

山口町長から表彰を受ける有馬さん ( 左 ) と船田さん ( 中 )
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花｣
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県
横
浜
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5
年)

テ
ー
マ｢

花｣

生
ご
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肥
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す
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立
成 (

兵
庫
県
宝
塚
市)

PM2.5 に注意
　PM2.5 とは、大気中に浮遊している排気ガスや黄砂等に含まれる粒径

2.5 μ m 以下 ( 髪の毛の太さの 1/30 程度 ) の微小粒子状物質です。

　国立環境研究所の行った研究等では、PM2.5 は粒径が大変小さいため、

肺の奥深くまで入りやすく、ぜんそくや気管支炎等の健康影響を引き起

こす可能性があると報告されています。
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中
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弘
樹 (

埼
玉
県
春
日
部
市)

【一般の部】特選 (敬称略) 【子どもの部】特選 (敬称略)

芝井　豊 さん 武長　秀飛 さん
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井
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で
は
、
県
内
に
PM

 

2.5
の
測

定
局
を
6
地
点
設
け
て
お
り
、
そ
の
い

ず
れ
か
に
お
い
て
濃
度
が
次
の
状
況
に

な
っ
た
場
合
、
当
日
24
時
ま
で
の
注
意

喚
起
を
行
い
ま
す
。
こ
の
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で

は
、
行
政
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や
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す
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ｇ
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成
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時
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注
意
し
て
く
だ
さ
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▼
不
要
不
急
の
外
出
や
、
屋
外
で
の
長
時

間
の
激
し
い
運
動
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
に
疾
患
の
あ

る
人
や
小
児
、
高
齢
者
等
は
、
体
調
に

応
じ
て
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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野)　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
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６
７
０
３

PM2.5( 粒径 2.5 μ m 以下 )

花粉
( 粒径 30 ～ 40 μ m)

海岸の砂 ( 粒径 90 μ m)

人髪 ( 粒径約 70 μ m)

【PM2.5 の大きさ比較】


